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平成１8 年度第 3 回企画実行委員会議 

 

事 務 局 

（担当課） 

 

公民館本館 

開催日時 
平成１８年 6 月 6 日（火）午前１０時００分～１２時００分             

 

開催場所 公民館本館学習室 A 

委 員 天野高男、伊藤徳興、栗田弘子、甲田真理子、中野道子、吉沢幸子 

その他  

出

 

席

 

者 

事務局 中福係長、岡野主事、渡辺主事 

傍聴の可否 可 傍聴者数 １名 

傍聴不可・一部

不可の場合は、

その理由 
 

 

会議次第 
 

１ 議題 

① 「月刊こうみんかん」について 

② 公民館の案内について 

③ 公民館研究大会について 

④ 主催事業について 

⑤ 公共施設予約システムについて 

⑥ その他 

 



 

会議結果 
司会：甲田委員 

１ 「月刊こうみんかん」について 

渡辺：「月刊こうみんかん９月号」で、第１９期の新規企画実行委員

の皆さんの紹介記事と写真を予定している。一人当たり３～４行

の原稿では、形式的にならざるを得ない、という考え方もある。

今日の午後「月刊こうみんかん」の担当者会議があるので、その

前に皆さんのご意見をお聞きして参考にしたい。 

伊藤委員：紹介記事はあったほうが良い。委員の住所について、町

の名前くらい掲載してはどうか。そのほか、「地域の声」といよう

なコーナーがあっても良い。 

渡辺：各館の連絡先にメールアドレスも掲載して、さまざまなかた

ちで利用者の声をお聞きして紙面に反映させる方法もある。また、 

 新規企画実行委員の紹介については、意味があるというのが皆さ

んのご意見なので、引き続き掲載する方向で報告したい。 

２ 公民館の案内について 

 渡辺：今、新しい「公民館の利用案内」づくりの検討が進んでいる。 

  皆さんのご意見をお聞きしたい。 

 甲田：表記の方法は、統一した方がよい。たとえば、公民館本館の

表記にしても表面には、公民館（本館）とあり、裏面には小金井

市公民館とある。 

 伊藤：公民館本館は、「福祉会館」内にあるということが、分かるよ

うにしたほうがよい。 

 栗田：「公民館ってどこにあるの？」「何してるの?」なんていうこと

を聞くと残念。ぜひそういう人に参加して欲しい。 

３ 公民館研究大会について 

  はじめは、慣れていない委員も多く活発でなかった。ベテランの

職員、委員を配置するなど補強策の努力をした結果、１１市に公

運審委員の参加要請。５０人規模の課題別集会の企画体制をとる

ことができた。 

４ 主催事業について 

（1） シルバー大学 

岡野：今日の段階ですでに、６５人の応募がきている。新しい参加

者は１０人程度である。市報に表が掲載できなくなって、分かり

にくいという、問い合わせを受けた。 

（2） １６ミリフィルム発声映写機操作講習会 

岡野：募集２０人だが、現在まだ応募が５人にとどまっている。市

のホームページにも載せて募集している。 

（3） 親子 DE 子ども体験クラブ 

中福：6 月１７日から全５回で実施する。講師は、大石征夫さん、

彦坂和夫さんにお願いした。 

（4） 成人大学講座 

渡辺：すでに、講座の内容は、ほぼ確定して今講師に確認の意味で

目をとうしていただいている。次回には、ポスターもできるので、

報告したい。内容については、前回報告したように、モーツァル

トをテーマに楽しい講座を・・・という報告をした。公民館で講

座をすることの意義と、この楽しいということの関係について考



えている。このことに関係して、前回の公運審で、「楽しいだけで

なく、公民館の講座においては、地域に還元するという意味を忘

れることなく・・・」というご意見もありました。 

甲田：地域に還元するということをどう考えるのか。そのことを幅

広く考えることも大切。そして、楽しい、ということの意味がど

ういうことなのか。 

吉沢：講座に参加した方が楽しく、元気になる。元気だからこそ周

りの人々にも気配りができる。私も以前、「公民館で学んだこと

は、地域に還して・・」という文章を書いたこともありました。

自分が若くて、行動できるうちはそうなんだけれど、たとえば８

０歳を過ぎた方が参加して、楽しい・・・それはそれで良いんじ

ゃないかと思うようになりました。 

伊藤：生きがいづくりに２つがあっていいんじゃないか。すべての

人が地域リーダーをめざす・・・かならずしもそういう講座だけ

とはかぎらなくてよいのではないか。 

中野：若い人が公民館にくることになれば、やがてそれが地域還元

につながる。 

（5） 男女共同参画講座 

岡野：１１月実施で、９月を目途に講座を企画したい。昨年は、準

備会をもって実施した。しかし、準備会参加者が固定してしまっ

ている。今年度は、準備会でなく担当職員、企画実行委員で企画

してはどうか。（了承される。） 

５ 公共施設予約システム 

中福：２ヶ月目にはいって、予約の方法について、利用者のほうも

だいぶ慣れて来た。また、当日は、今までは「承認書」を持参し

ていただいたが、これからは、何らかの団体のメンバーであるこ

とがわかるものを持参していただくことになる。公民館は、社会

教育施設であり、サービス行政の一環なのだから弾力的に運用す

る。 

吉沢：そういう部屋貸しの際の原則を、管理を窓口で担当している

かたがたによく話しておいていただくと良いと思う。 

甲田：福祉会館、公民館でカードが２枚必要というのは不便。統一

したほうが使い易い。 

６ その他 

新旧企画実行委員の引継ぎは、９月でなくもう少し早い時期にやる

べきだ。 

○次回会議は７月４日（火）午前１０時（予定） 

  以上 

 

提出資料 
「シルバー大学」ポスター 



 

その他 
 

 

 

 

 


